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外
国
語
・
外
国
語
活
動

　

学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ

れ
、
平
成
32
年
度
か
ら
小
学
校

３
・
４
年
生
で
外
国
語
活
動
が
、

５
・
６
年
生
で
外
国
語
科
が
新

設
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
平
成
27
年
度
よ

り
３
年
間
、
文
部
科
学
省
の
研

究
指
定
を
受
け
、
３
・
４
年
生

で
外
国
語
活
動
を
週
１
時
間
、

５
・
６
年
生
で
外
国
語
科
の
授

業
を
週
２
時
間
、
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
高
学
年
で
は
、
ほ
と
ん
ど
日

本
語
を
使
わ
ず
に
授
業
が
進
め

ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
中
学
校
や
高
等

学
校
で
英
語
を
指
導
し
て
き
た

先
生
を
小
学
校
へ
配
属
し
、
そ

の
先
生
方
が
中
心
と
な
っ
て
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

や
担
任
と
と
も
に
授
業
を
行
う

な
ど
、
県
内
で
も
最
先
端
の
外

国
語
教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
が
自
ら
課
題
を
見
つ
け

学
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
ぶ

楽
し
さ
や
わ
か
る
喜
び
を
味
わ

わ
せ
、
基
礎
学
力
の
定
着
と
学

習
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
長
期
休
暇
を
利
用
し

て
、
学
校
で
補
習
的
な
学
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
実
施
後
に
は
「
個

別
に
指
導
し
て
も
ら
っ
た
の
で
、

勉
強
が
よ
く
わ
か
っ
た
。」
と

い
う
声
が
多
く
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
で
は
90
％
以
上
の
児
童

が
「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
。」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

学
力
向
上 

　
　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

学
習
支
援
員
の
充
実
に 

よ
る
き
め
細
か
な
指
導

　
各
学
校
に
、
特
別
な
配
慮
が

必
要
な
児
童
生
徒
の
補
助
を
し

た
り
、
通
常
の
学
級
の
中
で

個
々
の
児
童
生
徒
へ
支
援
し
た

り
、
授
業
の
補
助
を
し
た
り
す

る
「
学
習
支
援
員
」を
市
単
独

で
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
２
名
増
員
し
、
17

名
の
支
援
員
が
き
め
細
か
な
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
教
職
員
の
多
忙
化
を
軽
減
す

る
取
組
と
し
て
も
、
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

人
間
力
の
あ
る
次
世
代
を
育
成

未
来
へ
つ
な
ぐ

韮
崎
の
教
育

　市では、社会と連携・協働しながら未来の創り手となるために
必要な資質・能力を育む教育を推進しています。
　今月は、特集として特色ある本市の学校教育の取組について紹
介します。

特集
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を 

　
　
活
用
し
た
学
習

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
電
子
黒

板
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し

た
授
業
は
、
児
童
生
徒
の
関
心

を
高
め
、
学
習
の
理
解
を
深
め

ま
す
。

　
文
部
科
学
省
の
研
究
指
定
校

で
あ
る
穂
坂
小
学
校
と
韮
崎
北

西
小
学
校
で
は
、
他
の
学
校
に

先
行
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

で
撮
影
し
た
動
画
を
大
型
モ
ニ

タ
ー
に
投
影
し
、
班
ご
と
に
話

し
合
い
を
行
っ
た
り
、
電
子
教

科
書
・
電
子
黒
板
を
使
用
し
て

画
面
に
解
答
を
書
き
込
ん
で
そ

の
意
見
を
発
表
し
た
り
、
集
会

や
特
別
活
動
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
使
用
し
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
と
、

様
々
な
学
習
や
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

本
年
度
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、
他
の
学
校
と
つ
な
い
だ
遠

隔
授
業
を
行
い
、
小
規
模
校
で

も
多
様
な
意
見
に
触
れ
る
機
会

を
よ
り
多
く
つ
く
る
な
ど
の
取

組
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
２
校
の
取
組
を
参
考
に

し
て
、
他
の
学
校
で
も
活
用
を

広
げ
て
い
ま
す
。

自
校
方
式
の
給
食
・ 

　
　
　
　
　
食
育
活
動

　

給
食
の
献
立
作
成
や
調
理

を
、
給
食
セ
ン
タ
ー
で
一
括
し

て
行
う
市
町
村
が
多
い
中
、
本

市
で
は
自
校
方
式
に
よ
り
、
安

全
で
お
い
し
く
、
温
か
な
給
食

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

地
産
地
消
を
心
掛
け
な
が

ら
、
郷
土
料
理
や
行
事
食
な

ど
、
特
色
の
あ
る
献
立
を
作
成

し
、
地
域
の
食
文
化
や
伝
統
を

伝
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
作
物
の
収
穫
体
験

や
、
収
穫
し
た
食
材
を
使
っ
た

調
理
実
習
な
ど
の
食
育
活
動
に

よ
り
、
食
材
を
口
に
す
る
ま
で

に
、
多
く
の
人
の
苦
労
が
あ
る

こ
と
な
ど
も
学
ん
で
い
ま
す
。

小
中
連
携

　
６
年
生
の
児
童
が
進
学
す
る

中
学
校
へ
行
き
、
授
業
や
部
活

動
の
様
子
を
見
学
し
た
り
、
合

唱
祭
や
学
園
祭
を
鑑
賞
し
た
り

と
、
小
学
校
と
は
違
う
活
動
を

体
験
す
る
と
と
も
に
中
学
校
の

雰
囲
気
に
慣
れ
る
こ
と
で
、
興

味
や
期
待
を
高
め
て
進
学
へ
の

不
安
解
消
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
の
先
生
方
が

小
学
校
へ
出
向
い
て
授
業
を
す

る
な
ど
、
実
際
の
中
学
校
で
の

授
業
体
験
も
実
施
し
て
い
ま

す
。

地
域
人
材
の
活
用

　
邦
楽
や
合
唱
、
水
泳
、
ダ
ン

ス
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
、
植

物
栽
培
、
華
道
や
茶
道
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
や
日
本
の
伝
統
文
化

を
体
験
し
、
地
域
の
歴
史
や
文

化
を
学
ぶ
学
習
を
と
お
し
て
、

郷
土
愛
を
育
み
、
地
域
と
の
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。
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